
[１] 回答者数

ＭＣ1 4

ＭＣ2 1

ＤＣ1 1

ＤＣ2 0

ＤＣ3 4

ＤＣ4以上 0

ＰＤ 0

その他 0

計 10

[２] あなたの所属を教えてください。

2021年度 ｷｬﾘｱﾊﾟｽ多様化支援ｾﾐﾅｰⅡ　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ　ｱﾝｹｰﾄ／ｸﾞﾗﾌ
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理学

生命科学

農学／国際食資源学

工学

環境科学

情報科学

医／歯／医理工学

保健科学

総合化学

水産科学

獣医学／国際感染症学

国際広報メディア・観光学

文系部局

北海道大学以外（学生）

北海道大学（教職員）

北海道大学以外（教職員）

その他
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[３] 本セミナーは参考になりましたか？

[４] 上記３にて【参考になった方】どの点が参考になりましたか？（具体的に）
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[５] 今年度のセミナー開催はどのようにして知りましたか？（複数回答可）

実践とフィードバックがあるので知識だけに偏らず、非常にためになりました。

グループワークが豊富だった

ファシリテーターとして(隠れファシリテーターであっても)抑えるべきポイントであったり、会議の構造について自分の癖のような
ものが自覚できたのが大変良かった。会議の最初に目的、ゴール、アジェンダなどを確認しておくことでかなりスムーズに会議
が運べることに気づけたので、今後会議の機会があれば活用していこうと思った。

ファシリテーターとしての振る舞い方

ファシリテーションという概念を知れた点、準備シートという具体的な対策を知れた点

初めてグループワークを実感しました

組織に所属した年数に関係なく、誰でもファシリテーターとしての意識を持つことが大事という点

ファシリテーターの仕方

模擬会議を通し、自分のファシリテーションや話し方の癖が明確になり、課題を発見することができました。チェックシートも今
後大いに活用したいと思います。

会議の進め方やまとめ役の重要性について認識することができた
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教員からの情報

他の講義での紹介

友人／知人からの情報

人材育成本部からのメール

人材育成本部のHP

人材育成本部のTwitter

掲示板ポスター

大学院入学式ガイダンス

その他
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[６] セミナー参加の理由は？（複数回答可）

[７] 今後もセミナーを開催する予定ですが、また参加したいと思いますか？

[８] 今後、どのようなセミナーを開催して欲しいですか？
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具体例ではないのですが、対人スキルが学べる実践的セミナーに興味があります

ビジネスの場に必要な知識など

ワークルール、コミュニケーション術、メンタルヘルス

研究活動、社会人生活に共通して役立つ内容について

グループワークに関すること

文章作成方法など。

プレゼンする力をあげるようなセミナー

自分のいい形にグループワークを誘導するファシリテーションについて教えてくれるセミナー

グループ総合力チェックのようなセミナーがほしいと感じました。グループワーク総合力チェック→必要なセミナーに後日参加と
いう流れだと、自分の中のセミナーの位置づけや目標設定がしやすくていいのかなと感じました。

グループディスカッション
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興味のある講演者だから

プロジェクトファシリテーションが知りたいか

ら

自分の研究活動に役立てたいから

就職活動に役立てたいから

教員にすすめられたから

先輩・友人にすすめられたから

その他
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是非参加したい

都合が良ければ参加したい

参加したくない
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[９] 本セミナーをより良くするためのポイントを教えてください
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[１０]本セミナーについてのご感想、または主催の人材育成本部S-cubicへのご意見・ご要望など
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部屋の移動に時間がかかってしまって進行に遅れてしまいがちだったのが残念でした。もっと通信環境がよいところで受講す
べきでした。
もう少し時間があれば違うグループの人ともメンバーを入れかえてやってみたかった。

時間配分等、ちょうど良かったです。

演習の時間をちょっと増やすことかな。

もっとさまざまなグループでワークできたらいい

一人一人の弱点を分析と解決策を行う

もう少し参加者がいたらより面白くなるだろうな、と思った(主催側の問題ではないと思いますが)

フィードバックの時間がもう少し欲しかったときがありました

留学生の言語の壁がなかなか厳しかったのでそこの対応をして欲しいです。

拘束時間がやや長いと感じました。知識編(録画)と実践編(リアルタイム)で2枠あるとたすかります。

受講経験者対象の応用編講座があると嬉しいです。

大変おもしろかったです。

以前、関先生のファシリテーション講座をこちらで受講したことがあり、今回は研究で直接必要になったので参加しました。前
回と異なり、オンラインでの開講だったため、オンラインならではの傾聴技術を体感できたり、また周りがうるさくないので集中
して議論できたりと、前回よりも深く学べたと感じています。事前資料配布があったこと、休憩タイムがこまめにあったことで集
中しやすかったのも良かったです。今回の受講を通し、自分の研究で座談会調査を行う際は、今回のチェックシートを活用し、
ゼミメンバーと調査前に2回ほどリハーサルをやってみる必要がある、という気付きも得られました。確実に研究成果にも結び
付くのではと期待しているところです。どうもありがとうございました。

ファシリテーターがいるかいないかで話し合いの流れがだいぶ変わるということを実感することができた。演習や内容だけでな
く、セミナーの進め方や準備への心構えも含めてとても勉強になった。

これまで会議の構造であったり、ファシリテーターとして振る舞う上でのポイントであったりを学ぶことなく何となく会議に参加し
ていたので、今回学んだポイントを活用していこうと思いました。最近忙しくさのあまり研究が疎かになっていましたが、have
fun!の言葉を聞いて自分のあり方を見直そうと思いました。本日はありがとうございました。
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